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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記成分：
　少なくとも1種のヒドロキシアルキル尿素、および
　少なくとも1種の湿潤化剤、
　を含んでなり、ここで、前記少なくとも１種の湿潤化剤が乳酸および／または乳酸塩で
あり、そして前記少なくとも１種のヒドロキシアルキル尿素と少なくとも１種の湿潤化剤
は、少なくとも0.5：15.0であり、かつ15.00：0.05以下である湿潤化有効比（重量比）で
存在する、パーソナルケア組成物。
【請求項２】
　前記ヒドロキシアルキル尿素がN‐2‐ヒドロキシエチル尿素である、請求項１に記載の
組成物。
【請求項３】
　前記ヒドロキシアルキル尿素がパーソナルケア組成物の0.5～15.0重量％の量で存在す
る、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　乳酸及び／又は乳酸塩である少なくとも１種の湿潤化剤に加えて、ペトロラタム、鉱油
、植物油、ラノリン、グリセリン、ソルビトール、ポリオール、尿素、乳酸、乳酸塩、糖
、アルファヒドロキシ酸、ベータヒドロキシ酸、ヒアルロン酸ナトリウム、ヒアルロン酸
、ピロリドンカルボン酸から成る群から選択される少なくとも1種の他の湿潤化剤を含む
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、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項５】
　前記湿潤化剤がパーソナルケア組成物の0.5～15重量％の量で存在する、請求項１又は
２に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物がヘア製品である、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　前記組成物がヘア製品であり、そして当該ヘア製品がヘアジェル、ヘアローション、ヘ
アクリーム、ムース、シャンプー、コンディショナーおよびヘアスプレーから成る群から
選択される、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　前記組成物がコンディショナーである、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　前記組成物がリーブ・オン・コンディショナー (leave‐on conditioner) である、請
求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記組成物がヘアコンディショナーまたはスキンコンディショナーである、請求項８に
記載の組成物。
【請求項１１】
　前記組成物がスキンケア組成物である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記少なくとも1種のヒドロキシアルキル尿素が尿素から誘導され、下記一般式：
【化１】

（式中R1、R2、R3およびR4の各々は独立して水素、C1‐4アルキル基またはC2‐6ヒドロキ
シアルキル基を表し、前記C2‐6ヒドロキシアルキル基は1～5個のヒドロキシル基または
ヒドロキシアルキル基を含有し、ただし基R1～R4の少なくとも1つはヒドロキシアルキル
基またはオリゴヒドロキシアルキル基である）を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記乳酸塩が乳酸アンモニウムである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記少なくとも１種のヒドロキシアルキル尿素及び前記少なくとも1種の湿潤化剤が1:1
～5:0.05である湿潤化有効比（重量比）で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　パーソナルケア組成物の製造方法において、
　少なくとも1種のエタノールアミンを尿素と反応性させてヒドロキシアルキル尿素を生
成させ；
　残留アンモニアを化粧品として乳酸で中和してアンモニウム塩を生成させ；そして
　パーソナルケア組成物中の前記アンモニウム塩と前記ヒドロキシアルキル尿素とを一緒
にする；
　ことを含んでなり、前記ヒドロキシアルキル尿素及び前記アンモニウム塩が前記パーソ
ナルケア組成物中に少なくとも0.5：15.0でありかつ15.00：0.05以下である湿潤化有効比
（重量比）で存在する、ことを特徴とする方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーソナルケア組成物に関する。より詳しくは、本発明は、湿潤化効能を改
良するためにヒドロキシアルキル尿素を使用するパーソナルケア組成物に関する。他の面
において、本発明は、相乗的湿潤化有効比で他の湿潤化剤と組み合わせてヒドロキシアル
キル尿素を使用し、これにより湿潤化効能を増加させるパーソナルケア組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　世界的な人口の有意なセグメントは皮膚およびヘアを湿潤化するための製品を使用し、
そしてこのようなセグメントは実質的な割合で生長し続けている。不都合なことには、こ
れらの製品の多数は実際に湿潤化しない。その代わりに、それらは、微細なしわおよび/
またはフレーキングの減少および光沢の添加により、湿潤化の外観を単に与えるだけであ
る。湿潤化効能を提供するか、あるいは増加させることを試みるとき、現在市販されてい
る湿潤化製品の多数は、また、消費者が望ましくないとわかる、重質の、油脂性の感触を
残す。
【０００３】
　パーソナルケア組成物におけるヒドロキシアルキル尿素の使用はこの分野において知ら
れている。例えば、米国特許第5,858,549号には、天然または合成の支持体上にまたはコ
ーティングの製造においてヒドロキシアルキル尿素架橋剤を利用する組成物が開示されて
いる。また、ヒドロキシアルキル尿素は熱硬化性結合剤 (例えば、米国特許第6,140,388
号参照)、パーソナルケア製品および洗浄剤組成物 (例えば、米国特許第5,880,076号およ
びドイツ国特許第27 03 185号参照) において使用される。しかしながら、パーソナルケ
ア組成物の湿潤化効能を増加させるために、ヒドロキシアルキル尿素を単独でまたは他の
湿潤化剤と組み合わせて使用することは、これらの特許のいずれにも開示されていない。
【発明の開示】
【０００４】
　したがって、湿潤化効能が改良されたパーソナルケア組成物が必要とされている。
　ヒドロキシアルキル尿素を単独でまたは他の湿潤化剤と組み合わせて含むパーソナルケ
ア組成物は、湿潤化の知覚を提供するばかりでなく、かつまた湿潤化効能を増加させるこ
とが今回発見された。このようなパーソナルケア組成物は、重質、粘着性または油脂性の
感触を残さないで、滑らかな感触を増強させるばかりでなく、柔軟性、弾性、しなやかさ
および堅固さを増強させる。
【０００５】
　本発明は、必要に応じて少なくとも1種の他の湿潤化剤と組み合わせて少なくとも1種の
ヒドロキシアルキル尿素を有するパーソナルケア組成物に関し、この組成物は湿潤化の知
覚を提供するばかりでなく、かつまた実際の湿潤化効能を増加させる。このようなパーソ
ナルケア組成物は、重質、粘着性または油脂性の感触を残さないで、滑らかな感触を増強
させるばかりでなく、柔軟性、強度、弾性、しなやかさおよび堅固さを増強させる。
【０００６】
　ヒドロキシアルキル尿素および湿潤化剤をパーソナルケア組成物の中に一緒に添加する
とき、これらを相乗的湿潤化有効比で存在させる。1つの面において、ヒドロキシアルキ
ル尿素/湿潤化剤の比は少なくとも0.5：15.0であり、かつ15.00～0.05以下である。他の
面において、ヒドロキシアルキル尿素/湿潤化剤の比は少なくとも約1：5であり、かつ約5
：1以下である。1つの態様において、ヒドロキシアルキル尿素はN‐2‐ヒドロキシエチル
尿素である。パーソナルケア組成物中のヒドロキシアルキル尿素の存在量は、組成物の約
0.5～15.0重量％の量である。他の面において、ヒドロキシアルキル尿素はパーソナルケ
ア組成物の約1～8重量％の量で存在する。
【０００７】
　ヒドロキシアルキル尿素と組み合わせて使用するとき、改良された湿潤化効能を提供す
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るパーソナルケア組成物において有効な湿潤化剤は、ペトロラタム、鉱油、植物油、ラノ
リン、グリセリン、ソルビトール、ポリオール、尿素、乳酸、乳酸塩、糖、アルファヒド
ロキシ酸、ベータヒドロキシ酸、ヒアルロン酸ナトリウム、ヒアルロン酸、ピロリドンカ
ルボン酸を包含する。1種または2種以上の湿潤化剤は、パーソナルケア組成物の約0.5～1
5重量％の量で存在することができる。他の面において、湿潤化剤はパーソナルケア組成
物の約1～10重量％の量で存在する。なお他の面において、湿潤化剤はパーソナルケア組
成物の約2～約6重量％の量で存在する。
【０００８】
　本発明の1つの態様において、ヒドロキシアルキル尿素はN‐2‐ヒドロキシエチル尿素
であり、そして湿潤化剤はペトロラタム、鉱油、植物油、ラノリン、グリセリン、ソルビ
トール、ポリオール、尿素、乳酸、乳酸塩、糖、アルファヒドロキシ酸、ベータヒドロキ
シ酸、ヒアルロン酸ナトリウム、ヒアルロン酸、ピロリドンカルボン酸、およびそれらの
組成物から成る群から選択される。
【０００９】
　本発明によるパーソナルケア組成物は、例えば、スキンケア組成物、ヘア製品およびコ
ンディショナーを包含することができる。本発明によるヘア製品は、例えば、ヘアジェル
、ヘアローション、ヘアクリーム、ムース、シャンプー、コンディショナーおよびヘアス
プレーを包含することができる。本発明によるコンディショナーは、例えば、リーブ・オ
ン・コンディショナー (leave‐on conditioner) であり、リーブ・オン・ヘアコンディ
ショナーおよびリーブ・オン・スキンコンディショナーを包含することができる。
【００１０】
　本発明は、また、少なくとも1種のヒドロキシアルキル尿素、および少なくとも1種のア
ンモニウム塩を含んでなり、ここでヒドロキシアルキル尿素とアンモニウム塩が相乗的湿
潤化有効比で存在する、パーソナルケア組成物に関する。
　上記組成物に加えて、本発明はこのような組成物の製造方法に関する。この方法は、少
なくとも1種のエタノールアミンを尿素と反応性させてヒドロキシアルキル尿素を生成す
ることを含む。残留アンモニアを化粧品的に適当な酸で中和してアンモニウム塩を生成さ
せる。化粧品的に適当な酸は、例えば、乳酸、グリコール酸、クエン酸、マレイン酸、酢
酸、サリチル酸およびそれらの組み合わせを包含する。
　他の面において、本発明は、少なくとも1種のヒドロキシアルキル尿素を含むヘア湿潤
化組成物に関する。
【００１１】
　以下の用語は、本明細書において使用するとき、下記の意味を有する：
　用語「界面活性剤」は、化粧品配合物において使用され、2つの不混和性物質間の界面
張力を減少させ、皮膚および毛髪表面をぬらし、油を乳化または可溶化し、および/また
はよごれを懸濁させる能力を示す成分を意味し、そして両性、アニオン、カチオン、およ
び非イオン界面活性剤を包含することを意味する。
【００１２】
　用語「ムース」は、弁の活性化および引き続く作動による内容物の小出し前に容器中の
パーソナルケア製品の震蘯の可能性を除外して、ユーザーからの機械的作用なしに、容器
から製品を小出しするとき、成分が発泡するパーソナルケア製品を意味する。
　用語「シャンプー」は、湿潤した毛髪の中にマッサージし、通常これにより泡状物をつ
くり、これを次いで毛髪から水ですすぎ、毛髪から少なくとも多少のよごれおよび/また
は油を除去する、界面活性剤を含有するクレンジング製品を意味する。
【００１３】
　用語「ヘアローション」は、25℃および化粧品的利益を提供するために毛髪に加える標
準的圧力において20,000センチポアズ以下の組成物を意味する。
　用語「ヘアクリーム」は、25℃および化粧品的利益を提供するために毛髪に加える標準
的圧力において20,000センチポアズに等しいか、あるいはそれより大きい組成物を意味す
る。
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　用語「化粧品的利益」は、湿潤化、日光からの保護、芳香性、しわの減少、および日焼
けのような利益を包含するが、これらに限定されない。
【００１４】
　第1図は、5.00：0.05の比におけるヒドロキシアルキル尿素と乳酸アンモニウムとの間
の相乗性の相対皮膚湿分を描写する。
　第2図は、1：1の比におけるヒドロキシアルキル尿素と乳酸アンモニウムとの間の相乗
性の相対皮膚湿分を描写する。
　第3図は、1：1の比におけるヒドロキシアルキル尿素とソルビトールとの間の相乗性の
相対皮膚湿分を描写する。
【００１５】
　本発明は、必要に応じて少なくとも1種の他の湿潤化剤と組み合わせて少なくとも1種の
ヒドロキシアルキル尿素を含んでなるパーソナルケア組成物に関し、この組成物は湿潤化
の知覚を提供するばかりでなく、かつまた実際の湿潤化効能を増加させる。このようなパ
ーソナルケア組成物は、重質または油脂性の感触を残さないで、滑らかな感触を増強させ
るばかりでなく、柔軟性、強度、弾性、しなやかさおよび堅固さを増強させる。
　ヒドロキシアルキル尿素は、本明細書において使用するとき、尿素から誘導され、そし
て下記の一般式を有する：
【００１６】
【化１】

【００１７】
式中R1、R2、R3およびR4の各々は独立して水素、C1‐4アルキル基またはC2‐6ヒドロキシ
アルキル基を表し、前記C2‐6ヒドロキシアルキル基は1～5個のヒドロキシル基またはヒ
ドロキシアルキル基を含有することができ、ただし基R1～R4の少なくとも1つはヒドロキ
シアルキル基またはオリゴヒドロキシアルキル基である。特定の有効なヒドロキシアルキ
ル尿素の1例は、下記構造を有するN‐2‐ヒドロキシエチル尿素である：
【００１８】
【化２】

【００１９】
　また、本発明によるパーソナルケア組成物は少なくとも1種の湿潤化剤を含むことがで
きる。このような湿潤化剤はこの分野において知られており、そして限定されずに下記の
ものを包含する：ペトロラタム、鉱油、植物油、トリグリセリド、ラノリンおよびそれら
の誘導体、不飽和脂肪酸およびそれらの誘導体、シリコーン、および多少の皮膚柔軟化剤
；保湿剤、例えば、グリセリン、ソルビトール、乳酸塩 (ナトリウム塩、アンモニウム塩
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、およびカリウム塩を包含するが、これらに限定されない)、ポリオール (例えば、プロ
ピレングリコール)、ポリエチレングリコール (PEG 200～600)、およびSorbeth‐30；天
然の湿潤化因子 (NMF)、例えば、尿素、乳酸、およびナトリウムピロリドンカルボン酸 (
NaPCA)；
【００２０】
　リポソーム、天然および植物性の湿潤化剤、例えば、グリセリン、セリン、キトサンPC
A、ヒアルロン酸ナトリウム、ヒアルロン酸、ミクロスポンジ、可溶性コラーゲン、変性
タンパク質、糖、L－グルタミン酸一ナトリウム、レシチン、およびリン脂質およびそれ
らの誘導体；α‐およびβ‐ヒドロキシ酸、例えば、グリコール酸、乳酸、クエン酸、マ
レイン酸およびサリチル酸；ポリマーの湿潤化剤、例えば、多糖およびそれらの誘導体、
例えば、変性澱粉、キサンタンガムおよびデヒドロキサンタンガム、ポリアクリレート、
およびポリコータニウム‐4、‐10および‐51；およびアミノ酸、例えば、グルタミン酸
、アスパラギン酸、およびリシン。
【００２１】
　本明細書において使用するとき、すべての酸はそれらの塩を包含することを意図する。
特に適当な湿潤化剤は、ペトロラタム、鉱油、植物油、ラノリン、グリセリン、ソルビト
ール、ポリオール、尿素、乳酸、乳酸塩 (ナトリウム塩、アンモニウム塩、およびカリウ
ム塩を包含するが、これらに限定されない)、α‐およびβ‐ヒドロキシ酸、ヒアルロン
酸ナトリウム、ヒアルロン酸、糖、およびピロリドンカルボン酸 (PCA) である。
【００２２】
　また、パーソナルケア組成物は、この分野において普通に使用されている、このような
配合物の中に見出される他の成分を含むことができる。これらは組成物の種類 (例えば、
スキンケアまたはヘアケア) および必要な機能性および性質に依存して大きく変化するこ
とがある。限定されずに、これらの成分は下記のものを包含する：乳化剤、美的変更剤、
UVフィルター、保湿剤、湿潤化剤、皮膚柔軟化剤、溶媒、キレート化剤、ビタミン、酸化
防止剤、植物抽出物、pH調節剤、中和剤、ポリマー、界面活性剤または石鹸、増粘剤、保
存剤、芳香物質、活性成分 (例えば、老化防止剤、固定またはトニング剤、およびその他
)、染料および顔料。
【００２３】
　本発明のヒドロキシアルキル尿素は、慣用のパーソナルケア組成物において使用される
ほとんどの他の成分と相溶性である。例えば、化粧品組成物は1種または2種以上の他の成
分、例えば、湿潤化剤、UVフィルター (両方の有機および無機のUV活性剤)、コンディシ
ョニング剤、乳化剤、pH 調節剤および中和剤、皮膚柔軟化剤、溶媒、酸化防止剤、ビタ
ミン、調髪剤、キレート化剤、保存剤および芳香物質を含有することができる。また、ス
キンケア組成物および化粧品組成物は、ビタミン、老化防止剤、湿潤化剤、皮膚柔軟化剤
、界面活性剤、不透明剤、発泡剤、保存剤、酸化防止剤、顔料、染料および活性成分から
成る群から選択される少なくとも1種の成分を含有することができる。
【００２４】
　1つの面において、本発明のヒドロキシアルキル尿素は湿潤化有効量で存在する。不都
合なことには、この量はいくつかの因子、例えば、他の湿潤化剤の種類および量およびそ
れを含むパーソナルケア組成物の種類に依存して変化することがある。1つの面において
、ヒドロキシアルキル尿素はパーソナルケア組成物の約0.25～約15.0重量％の量で存在す
る。他の面において、ヒドロキシアルキル尿素は組成物の約1～約8重量％の量で存在する
。1つの面において、ヒドロキシアルキル尿素はパーソナルケア組成物の約1.5～約5重量
％の量で存在する。
【００２５】
　他の態様において、湿潤化剤は湿潤化有効量でヒドロキシアルキル尿素とともに存在す
る。この量は種々の因子、例えば、湿潤化剤の種類、ヒドロキシアルキル尿素の量、およ
びそれを添加すべきパーソナルケア組成物の種類に依存して変化することがある。1つの
態様において、湿潤化剤はパーソナルケア組成物の約0.02～約15重量％の量で存在する。
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他の態様において、湿潤化剤はパーソナルケア組成物の約0.1～約10重量％の量で存在す
る。1つの態様において、湿潤化剤はパーソナルケア組成物の約0.5～約6重量％の量で存
在する。
【００２６】
　ヒドロキシアルキル尿素を本発明の1つの態様に従い湿潤化剤と組み合わせて使用する
とき、ヒドロキシアルキル尿素/湿潤化剤の比は相乗的湿潤化有効比であることが好まし
い。1つの態様において、この比は約0.25：0.0～約20.0：0.0のヒドロキシアルキル尿素/
湿潤化剤である。1つの態様において、この比は約0.5：15.0～約15.0：0.05のヒドロキシ
アルキル尿素/湿潤化剤である。他の態様において、ヒドロキシアルキル尿素/湿潤化剤の
比は約1：5～約15.0：0.05である。他の態様において、この比は約0.5：15.0～約5：1の
ヒドロキシアルキル尿素/湿潤化剤である。他の態様において、この比は約1：5～約5：1
のヒドロキシアルキル尿素/湿潤化剤である。
【００２７】
　このヒドロキシアルキル尿素と湿潤化剤との組み合わせは、相乗的相対湿潤化効能を生
成する。こうして、この組み合わせは期待する湿潤化効能を超えた、なお個々の成分単独
の加えた湿潤化効能よりも高い、増加した湿潤化効能を有する。
【００２８】
　ヒドロキシアルキル尿素を製造する方法は、この分野において知られている。1つの既
知の方法において、少なくとも1種のエタノールアミンを尿素 (1：1のモル濃度) で約80
℃～200℃の高温において適切にスパージしながら反応させる。この方法を使用するとき
、典型的には約0.1～1％の残留レベルのアンモニアが生成し、溶液中に残る。このアンモ
ニアを任意の化粧品的に適当な酸で中和して、アンモニウム塩を生成することができる。
また、このアンモニウム塩およびヒドロキシアルキル尿素は相乗的湿潤化効能を生成する
。特に適当な酸は、乳酸、グリコール酸、クエン酸、マレイン酸、酢酸、およびサリチル
酸を包含する。
【００２９】
　パーソナルケア組成物は限定されずに下記のものを包含する：顔および体を含む皮膚の
湿潤化ローションおよびクリーム、湿潤化クレンザーおよび石鹸、老化防止製品、滋養ク
リームおよびローション、固定およびトニング製品、シェービングクリーム、防臭剤、カ
ラー化粧品、例えば、ファンデーション、メーキャップ、およびリップスティック、サン
ケア製品、例えば、日焼け止めクリーム、日焼けローション、およびアフターサン製品、
ヘアコンディショナーおよびクリームリンス、およびシャンプー、調髪製品、例えば、ヘ
アスプレー、ジェル、およびムース、パーソナルケアハンカチ、ベビーケア製品、毛髪染
料、毛髪パーマネントウェーブ、縮れ毛防止剤、ボリューム増加剤、および入浴およびシ
ャワー製品。特に適当な組成物は、スキンケア組成物である。
【００３０】
　ヒドロキシアルキル尿素および湿潤化剤の両方を含んでなるパーソナルケア組成物は、
改良された湿潤化効能を有するばかりでなく、かつまた改良された水性および乳化凍結－
融解安定性を提供する。さらに、このような組成物は、適用した時、非粘着性、非油脂性
の感触を有する。
【実施例】
【００３１】
　下記の実施例を参照して本発明をいっそう詳細に例示し、説明するが、本発明はこれら
の実施例に限定されるものと解釈すべきでない。使用するすべての百分率は重量/重量基
準である。
【００３２】
　以下の実施例において、下記の手順を使用する。
　皮膚湿潤化 (水和)。　水溶液 (配合されたローションと一緒に) を、乾燥した皮膚を
有するパネリストの手掌の前腕に適用した。試験した溶液は、2.5～15％の活性レベルの
ヒドロキシアルキル尿素および種々の湿潤化剤を含有した。また、種々の個々の湿潤化剤
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をヒドロキシアルキル尿素と組み合わせて使用し、そして皮膚中の相対湿分を比較した。
　40 mlの各試料の適用前および適用後の種々の時間間隔において、Corneometer（商標）
CM 825 (CK Industries から入手可能) を使用して、湿分レベルを測定した (温度 約21
℃、相対湿度 約35％)。
【００３３】
　毛髪湿潤化。　2つの試験法 ‐「動的蒸気収着」(DVS) 技術および「湿度調節毛髪湿潤
化分析」‐ を使用して、毛髪上の湿分の保持/吸収を決定した。両方の試験において、50
％活性の水溶液を毛髪に適用した。
【００３４】
　湿度調節毛髪湿潤化分析において、ほぼ4 gの重量および幅1.27 cm×長さ25.4 cmの毛
髪スワッチを使用して、異なる試験試料を比較した。各試験試料の溶液を三重反復実験に
おいて評価した。各スワッチについて、初期重量 (Wi) を採った。次に、スワッチを30 m
lの試験溶液 (50％活性) 中で1時間ソークした。試験溶液から取出した後、過剰の生成物
を分析者の親指と人差し指で絞り、次いで再秤量した (Wwet)。次いでスワッチを49℃の
炉中で1.5時間乾燥し、再び秤量した (Wdry)。水が蒸発した後、毛髪上に付着する活性成
分の重量 (Wactive) は、WiとWdryとの間の差である。
【００３５】
　試料からすべての湿分を完全に除去するために、次いで処理した毛髪スワッチを45℃お
よび－100 kPa (－30 mmHg) の真空炉に20時間入れた。乾燥後、スワッチをカール保持ボ
ード上に吊下げ、37℃および85％の相対湿度の湿潤チャンバーに20時間入れた。湿潤チャ
ンバーから取出したとき、スワッチを再秤量した (WHH)。WiとWHHとの間の差は、湿潤チ
ャンバー中で獲得した湿分の重量(WHC) + 毛髪上の湿潤化活性成分の重量である。獲得し
た全重量％ (Wtot) は、WHC / Wi×100である。
【００３６】
　獲得した全重量を決定した後、スワッチを前述と同一条件下に真空炉の中に20時間入れ
、次いで取出し、最後の時間の間秤量した (Wfinal)。WHHとWfinalとの間の差は、湿潤チ
ャンバー中で獲得した湿分の重量 (Wmoist) である。獲得した湿分％は、100×Wmoist / 
Wiにより決定される。
　また、表面測定システム動的蒸気収着分析装置 (Surface Measurement Systems Dynami
c Vapor Sorption Analyzer) 2000 (DVS) を使用して、湿分吸収を決定した。ブロンドの
損傷した毛髪について、この試験を実施した。使用した手順は次の通りであった：
【００３７】
　ほぼ0.3～0.4 gの毛髪を秤量した.。約11 gの50％溶液を秤量ボートに添加した。次い
で前記重量の毛髪を秤量ボート中の溶液中で1時間ソークし、次いで49℃の炉中で40分間
乾燥した。次いで毛髪試料を小さい前もって秤量した紙クリップの回りに巻き、DVS計器
試験チャンバー中の微量天秤上に置いた。次いで、計器は、30分間にわたって試験チャン
バー中の条件を85％の相対湿度および37℃にした。いったんこの目標とする湿度に到達す
ると、それを20時間保持した。湿度吸収百分率は毛髪の重量増加百分率に等しく、そして
4および20時間後に決定した。
【００３８】
実施例１．
　ヒドロキシエチル尿素 (HAU) および湿潤化剤の乳酸アンモニウム (Amm. Lactate) を
単独、および組み合わせで分析した。個々の成分について使用した活性レベルは、5％のH
AUおよび0.05％の乳酸アンモニウムであった。この組み合わせは、5：0.05のHAU：乳酸ア
ンモニウムの比で、合計5％の湿潤化成分から成っていた。初期、および適用後、5分、15
分、1時間、2時間、および4時間における、相対皮膚湿分を第1図に示す。第1図から、こ
のブレンドは、それらの個々の湿潤化剤単独を超えた、湿分の有意な増加を提供すること
が理解される。
【００３９】
　他の研究において、各個々の成分に使用した活性レベルは5％のHAUおよび5％の乳酸ア
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湿潤化成分から成っていた。初期、および適用後、5分、15分、1時間、2時間、および4時
間における相対皮膚湿分を第2図に示す。再び、このブレンドはいずれの個々の湿潤化剤
をも超えた湿分の有意な増加を提供する。
【００４０】
実施例２．
　ヒドロキシエチル尿素および湿潤化剤のグリセリンを単独、および組み合わせで分析し
た。個々の成分について使用した活性レベルは、15％のHAUおよび15％のグリセリンであ
った。この組み合わせは1：1のHAU：グリセリンの比で合計15％の湿潤化成分から成って
いた。初期、および適用後、5分、15分、1時間、および2時間における相対皮膚湿分を下
記表1に示す。このブレンドはいずれの個々の湿潤化剤をも超えた湿分の有意な増加を示
した。
【００４１】
【表１】

【００４２】
実施例３．
　ヒドロキシエチル尿素および湿潤化剤のソルビトールを単独、および組み合わせで分析
した。個々の成分について使用した活性レベルは、15％のHAUおよび15％のソルビトール
であった。この組み合わせは、1：1のHAU：ソルビトールの比で合計15％の湿潤化成分か
ら成っていた。初期、および適用後、5分、15分、1時間、および2時間における相対皮膚
湿分を第3図に示す。第3図から、このブレンドは、特に4時間後、いずれの個々の湿潤化
剤をも超えた、湿分の有意な増加を提供することが理解される。
【００４３】
実施例４．
　ヒドロキシエチル尿素を乳酸アンモニウムと組み合わせて、毛髪の湿潤化について、グ
リセリンおよび水のブランクと比較した。試験溶液について使用した活性レベルは次の通
りであった：それぞれ49％および1％のHAUおよび乳酸アンモニウムの組み合わせ、50％の
グリセリン、および0％のブランク。4および20時間後に、DVSにより毛髪について測定し
た湿分吸収百分率を表2に記載する。
【００４４】
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【００４５】
　表2におけるヒドロキシエチル尿素/乳酸アンモニウム試料の結果をグリセリン試料およ
びブランク試料の結果と比較すると、経時的に毛髪に湿分を与えることにについて、ヒド
ロキシエチル尿素はブランクより優れ、そしてグリセリンに類似するか、あるいはそれよ
りも優れることが示される。
【００４６】
実施例５．
　実施例1に記載されている湿度調節毛髪湿潤化分析において、ヒドロキシエチル尿素 (H
AU) と乳酸アンモニウムとの49：1ブレンドをグリセリンおよびブランクと比較した。獲
得した湿分％についての結果を下記表3に記載する。
【００４７】

【表３】

【００４８】
　表3中の結果は、HAU/乳酸アンモニウムブレンドの湿潤化利益を例示する。このブレン
ドは湿潤化についてグリセリンと同様に実行し、そしてブランクよりも優れる。
【００４９】
実施例６．
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【表４】

【００５０】
手順
　CELQUAT SC‐230Mを混合しながら水の中に篩にかけて入れることによって、水中に溶解
する。別の容器において、すべての残りの成分を上に列挙した順序で組み合わせる。配合
物を各添加後、均質になるまで混合する。両相が均質になったとき、CELQUAT SC‐230M相
を界面活性剤相にゆっくり添加する。次いで、組み合わせた相を均質になるまで適度に攪
拌しながら混合する。
【００５１】
実施例６ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例6を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプロ
ピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロキ
シブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジヒ
ドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエ
チル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N
‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビス
‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N’
‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒド
ロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N’,
 N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)
‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００５２】
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実施例７．
【表５】

【００５３】
手順
　Carbopolを完全に分散するまで混合渦の中にゆっくり篩にかけて入れる。すぐれた攪拌
を維持しながら、次いでNatrosol HHRをゆっくり篩にかけて入れる。いったん分散すると
、AMAZEおよびCELQUAT H‐100の両方を篩にかけて入れる。完全に溶解したとき、TEAを添
加する。次いで部Bの成分を添加し、均質になるまで混合する。濾過し、エーロゾル容器
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【００５４】
実施例７ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例7を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプロ
ピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロキ
シブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジヒ
ドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエ
チル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N
‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビス
‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N’
‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒド
ロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N’,
 N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)
‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００５５】
実施例８．
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【表６】

【００５６】
手順
　STRUCTURE ZEAを室温において水中に溶解する。CELQUAT L‐200を添加し、混合しなが
ら80℃加熱する (相B)。別の容器において、相Aを組み合わせ、80℃加熱する。攪拌しな
がら相Bを相Aに添加する。温度 (80℃) を維持しながら、相Cを添加する。混合を続け、4
5℃に冷却する。相Dを添加し、必要に応じてpHを調節する。
【００５７】
実施例８ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例8を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプロ
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ピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロキ
シブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジヒ
ドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエ
チル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N
‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビス
‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N’
‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒド
ロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N’,
 N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)
‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００５８】
実施例９．
【表７】

【００５９】
手順
　AMAZE XTを部Aにおいて水の中に振りかけて入れ、完全に水和するまで混合する。別に
、部Bの成分を組み合わせ、溶解するまで混合する。部Bを部Aに攪拌しながら添加する。
残りの成分を添加し、均一になるまで混合する。
【００６０】
実施例９ａ．



(16) JP 4695383 B2 2011.6.8

10

20

30

40

50

　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例9を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプロ
ピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロキ
シブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジヒ
ドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエ
チル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N
‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビス
‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N’
‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒド
ロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N’,
 N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)
‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００６１】
実施例１０．

【表８】

【００６２】
調製
　すぐれた攪拌を使用して水中にCELQUAT　L‐200を分散させ、溶解することによって、
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相Aを調製する。溶液が透明になりかつ均質になるまで、混合する。dl‐パンテノールを
添加し、完全に溶解する。TEAを水に添加し、十分に混合することによって、相Bを調製す
る。Neo Heliopanを添加し、透明になるまで混合する。次いで、DC 929カチオンエマルジ
ョンを添加する。相Bを相Aに添加することによって、各部分を組み合わせる。十分に混合
し、ほぼ15分間混合を続ける。Solu‐silkを添加し、十分に混合する。Versene 100、Gly
dant、ヒドロキシエチル尿素、乳酸アンモニウム、および芳香物質を添加し、各添加後、
十分に混合する。
【００６３】
実施例１０ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例10を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプ
ロピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロ
キシブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジ
ヒドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシ
エチル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N
,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビ
ス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N
’‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒ
ドロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N
’, N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチ
ル)‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００６４】
実施例１１．
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【表９】

【００６５】
手順
　ポリコータニウム‐4を混合しながら水中に溶解する。引き続いて、相Aの残りの成分を
混合しながら添加する。相Bを組み合わせ、次いで相Aに添加する。空気の捕捉を回避する
ように注意して、相ABにグリコール酸をゆっくり添加しながら、混合を続ける。最後に、
混合しながらビーズをゆっくり添加する。
【００６６】
実施例１１ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例11を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプ
ロピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロ
キシブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジ
ヒドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシ
エチル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N
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,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビ
ス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N
’‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒ
ドロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N
’, N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチ
ル)‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００６７】
実施例１２．
【表１０】

【００６８】
手順
　相Aを20分間、プレミックスする。相Bをプレミックスする。次いで、高速混合しながら
相Bを相Aに添加する。
【００６９】
実施例１２ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例12を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプ
ロピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロ
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キシブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジ
ヒドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシ
エチル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N
,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビ
ス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N
’‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒ
ドロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N
’, N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチ
ル)‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００７０】
実施例１３．
【表１１】

【００７１】
調製
　AMPをSDアルコール40および水中に溶解する。適切な攪拌を維持しながら、BALANCE 0/5
5をゆっくりを注ぎ入れる。残りの成分を添加し、均質になるまで混合する。
【００７２】
実施例１３ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例13を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプ
ロピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロ
キシブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジ
ヒドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシ
エチル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N
,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビ
ス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N
’‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒ
ドロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N
’, N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチ
ル)‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００７３】
実施例１４．
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【表１２】

【００７４】
調製
　STRUCTURE ZEAを室温において水中に溶解する (相B)。それを80℃に加熱する。相Aの成
分を溶融し (80℃)、攪拌下に相Bの中に攪拌して入れる。相Cを添加する。この温度を15
分間保持する。60℃に冷却し、相Dを添加する。冷却するまで混合を続け、次いでpHを調
節する。
【００７５】
実施例１４ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例14を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプ
ロピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロ
キシブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジ
ヒドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシ
エチル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N
,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビ
ス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N
’‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒ
ドロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N
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’, N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチ
ル)‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００７６】
実施例１５．
【表１３】

【００７７】
調製
　STRUCTURE XLを水中に溶解し、10分間攪拌する (400 rpm)。相Aの成分の 残部を添加す
る。相Bの成分を別々に混合する。強く攪拌しながら (500～600 rpm) 相Bを相Aにゆっく
り添加する。
【００７８】
実施例１５ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例15を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプ
ロピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロ
キシブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジ
ヒドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシ
エチル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N
,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビ
ス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N
’‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒ
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ドロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N
’, N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチ
ル)‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００７９】
実施例１６．
【表１４】

【００８０】
手順
　CELQUAT SC‐230Mを混合しながら水中に篩にかけて入れることによって、水中に溶解す
る。別の容器において、すべての残りの成分を上に列挙した順序で組み合わせる。各添加
後、均質になるまで、配合物を混合する。両方の相が均質になったとき、CELQUAT SC‐23
0M相を界面活性剤相にゆっくり添加する。次いで、組み合わせた相を適度に攪拌しながら
均質になるまで混合する。
【００８１】
実施例１６ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例16を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプ
ロピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロ
キシブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジ
ヒドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシ
エチル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N
,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビ
ス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N
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’‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒ
ドロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N
’, N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチ
ル)‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００８２】
実施例１７．
【表１５】

【００８３】
調製
　すぐれた攪拌を使用して水中にCELQUAT　L‐200を分散させ、溶解することによって、
相Aを調製する。溶液が透明になりかつ均質になるまで、混合する。dl‐パンテノールを
添加し、完全に溶解する。TEAを水に添加し、十分に混合することによって、相Bを調製す
る。Neo Heliopanを添加し、透明になるまで混合する。次いで、DC 929カチオンエマルジ
ョンを添加する。相Bを相Aに添加することによって、各部分を組み合わせる。十分に混合
し、ほぼ15分間混合を続ける。Solu‐silkを添加し、十分に混合する。Versene 100、Gly
dant、ヒドロキシエチル尿素および芳香物質を添加し、各添加後、十分に混合する。
【００８４】
実施例１７ａ．
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　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
を使用して、実施例17を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプ
ロピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロ
キシブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジ
ヒドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシ
エチル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N
,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビ
ス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N
’‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒ
ドロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N
’, N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチ
ル)‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【００８５】
実施例１８．
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【表１６】

【００８６】
手順
　STRUCTURE ZEAを室温において水中に溶解する。CELQUAT L‐200を添加し、混合しなが
ら80℃加熱する (相B)。別の容器において、相Aを組み合わせ、80℃加熱する。攪拌しな
がら相Bを相Aに添加する。温度 (80℃) を維持しながら、相Cを添加する。混合を続け、4
5℃に冷却する。相Dを添加し、必要に応じてpHを調節する。
【００８７】
実施例１８ａ．
　ヒドロキシエチル尿素の代わりに、下記のヒドロキシアルキル置換尿素のの任意の1つ
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を使用して、実施例18を反復する：N‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N‐(3‐ヒドロキシプ
ロピル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシプロピル)、N‐(2‐ヒドロキシブチル)、N‐(3‐ヒドロ
キシブチル)、N‐(4‐ヒドロキシブチル)、N‐(2,3‐ジヒドロキシブチル)、N‐(2,4‐ジ
ヒドロキシブチル)、N‐(3,4‐ジヒドロキシブチル)、N‐エチル‐N’‐(2‐ヒドロキシ
エチル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)、N
,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)、N,N‐ビ
ス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐プロピル、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)‐N
’‐(2‐ヒドロキシエチル)、N‐t‐ブチル‐N’‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’‐(2‐ヒ
ドロキシプロピル)、N,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチル)‐N’, N’‐ジメチル、N,N, N
’, N’‐テトラキス‐(2‐ヒドロキシエチル)、およびN,N‐ビス‐(2‐ヒドロキシエチ
ル)‐N’, N’‐ビス‐(2‐ヒドロキシプロピル)尿素。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】第1図は、5.00：0.05の比におけるヒドロキシアルキル尿素と乳酸アンモニウム
との間の相乗性の相対皮膚湿分を描写する。
【図２】第2図は、1：1の比におけるヒドロキシアルキル尿素と乳酸アンモニウムとの間
の相乗性の相対皮膚湿分を描写する。
【図３】第3図は、1：1の比におけるヒドロキシアルキル尿素とソルビトールとの間の相
乗性の相対皮膚湿分を描写する。

【図１】 【図２】
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